
Ｍｅｍ・Fac･Fish.，KagoshimaUniv・
Vol､25,No.１，ｐｐ・’81～１９１（1976）

東支那海におけるマナガツオについて－Ⅱ

東支那海南西海域における海況と漁況

東川勢二・益満侃＊

ＯｎｔｈｅｗｈｉｔｅＰｏｍｆｉ･etoftheEastChinaSea-II

RelationbetweentheOceanographicalConditionandDistributionof
theWhitePomfi,etintheSouth-WestRegionpftheEastChinaSea．

SeijiHIGAsHIKAwAandSunaoMAsuMITsu

Ａｂｓｔｒａｃｔ

Ｂａｓｅｄｏｎｔｈｅｄａｔａｏｆｔｈｅｔｒａwlfishingexperimentsandtheoceanographicobservationssuc-

cessivelycarriedoutineverymarchofthｅｙｅａｒｓｌ９６９，ｌ９７３ａｎｄｌ９７４ｉｎｔｈｅｓｏｕｔｈ－ｗｅｓｔｒｅｇｉon
oftheEastChinaSea，ｔｈｅｒｅlationbetweenthehydrographicconditionsandthecatchofwhite

pomf･et(Pα”剛＄α'98"ｔ"sEuphrasen）werestudied・Ａｓｔｈｅｒｅｓｕｌｔｏｆｓｔｕｄｙ，thefbllowing
severalpointsweremadeclear．

’）Theseabottomtopographyofthcstudiedareasurroundingthepoint28.Ｎ.Ｌat､ａｎｄ
ｌ２７ｏＥ・Long・beingratherHatandgraduallydeepeningeastwardsissuitablefbrtrawlfishing
ground、

２）Ｔｈｅｂｏttomwaterconditionsduringthetimeofobservationintheabovementioned
threeyearswereasfbllows：thebottomwatertemperaturerangesfi･ｏｍ１４．０ｔｏ１７．７ｏＣ，salinity
from33､１５ｔｏ34.71%･anddissolvedoxygenfi･ｏｍ４､ｌ９ｔｏ８､ｌ３ｍｌ/L,respectively，Theareaof

goodcatchisoftenrecognizedtodevelopatthefi･ontofwatermasswheretheabruptchangesin
temperatureandsomebendingsofisothermandisohalineexist・

３）Atthetimeofgoodcatch(weightofcatchabovelO､okgperhour)therangeofseabottom

temperatureｗａｓｂｅｔｗｅｅｎｌ４・Ｏａｎｄｌ８・OCC，ａｎｄｔｈｅｂｅｓｔｃａｔｃｈｗａｓａｔｔｈｅｔｅｍｐｅｒａtｕｒｅｏｆｌ７ｏＣ
４）Thesizesofwhitepomfi･ets(Pα叩“α壇”‘"sEuphrasen)collectedinl969andl973are

representedbythebodylengths(Forklength）ｂｅｔｗｅｅｎｌ９ａｎｄ２４ｃｍａｎｄｔｈｏｓｅｉｎｌ９７４ａｒｅ
ｂｅｔｗｅｅｎ２２ａｎｄ２８ｃｍ,respectively．

緒 言

筆者らは東支那海男女群島南西海域におけるマナガツオの海況と漁況，先報において，筆者らは東支那海男女群島南西海域におけるマナガツオの海況と漁況，主

として底層水温および塩分分布と漁獲量の関係について報告じた')ふ津山

この調査をさらに進め，東支那海南西部漁場でトロ貢ル網で漁獲されたマナガツオの漁獲

量と同時に実施した，海洋観測資料を用いて漁場環境について検討し，若干の知見を得たの

＊鹿児島大学水産学部練習船かごしま丸(TrainingshipKagoshimaMaru,FacultyofFisheries,Ｋａ‐
＝：，．、

goshirnaUniversity）
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で報告する．

資 料

調査海域は北緯28.,東経123｡を中心とする東支那海南西部海域である（Fig.１)．期間は

1969年３月13日より３月20日までの間，ｓｔ､２よりｓｔ､２６までの25回，1973年３月18日より

３月26日，ｓｔ､１１よりｓｔ､４１までの31回，1974年３月18日より３月23日ｓｔ､１よりｓｔ､２１まで

の21回，合計77回，トロール網による漁場調査および海洋観測を実施した（Fig.２)．

水深および海底地形の調査は音響測深儀（古野電気製（GroundAce,２８ＫＨｚ,200ＫHz）を

連続使用して測深を行ないその資料を整理して海底地形の等深線を５～10ｍ間隔で表わした．

また使用したトロール網は前報で用いた漁具と同じであり（ｎｂｌｅｌ)，網口高さは４～6ｍ
であった．
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Ｆｉｇ．１．Mapshowingtheareastudiedbytrawlfishing．

Table１．Summaryofexperimentalgear．

Headropelength

Groundropelength
Diameterofwarp
Floattotalbuoyancy
Groundropeweightinwater
Otterboardarea

38.2ｍ

47.8ｍ

26.0ｍｍ

290Ｋｇ
330Ｋｇ
2.8ｍ×１．４ｍ
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Fig.２．Thecontouroftheseabottom，locationsofthehydrographicobservationstations

andpositionsoftrawlfishingmadebytheKagoshima-Maru．
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結果および考察

１．海流と海底地形の概要当海域は台湾北東付近で黒潮主流より分かれ東経123．線に沿

って北流する黒潮分流（中間暖水）流域にあたり，この分流勢力と大陸沿岸水との消長が漁

場形成に少なからぬ影響をおよぼしていると考えられる．

北緯28.,東経123.地点の北東海域の海底地形は等深線がほぼ南北に伸び，西側即ち大陸

沿岸よりに浅く反対に東側になるにしたがって深くなる．漁場全域の水深範囲は75ｍ～

110ｍで局部的には等深線が屈曲しているが，全体的にみて水深が急に変化しているところ
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は殆んどなく平坦な海底面でトロール漁場に適している．

２．底層水温，塩分の水平，鉛直分布1969年の水温，塩分の水平分布（Fig.3-1）につい

てみると漁場のほぼ中央部を北東より南西方へ14.5°Ｃの等温線が伸びその西部即ち大陸よ

りでは水温低く沖合に高くなっている．漁場の南部では14.5～16.0°Ｃ等温線の間隔が北部

に比較して相対的に狭くなっている．一方塩分についてみると漁場北部は34.20%｡，中部，

34.40%｡，南部34.60%｡と南になると高塩分域となり，そして等塩分線はいずれもほぼ東西方

向に伸びている．
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Fig.３．HorizontaldistribuXionoftemperature(solidline)andsalinity(dottedline)，at
theseabottomlevel．
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水温，塩分の鉛直分布（Fig.4-1）を漁場中央部を北西より南東方向への線についてみる

と，北西域のｓｔ､４，６では水温14.Ｃ台，塩分34.28～34.40%･表層より低層まで殆んど変化

がなく，ｓｔ・１０付近よりｓｔ､５の地点では15.0～16.0°Ｃの水温がほぼ表層より低層までみら

れ，塩分も34.4%･台と北西方より相対的に高塩分域となっている．

1973年の水温，塩分の水平分布（Fig.3-2）をみると漁場の北西部は南部に比較して相対

的に低温，低塩分15.5。Ｃ，33.40％･大陸沿岸水と思われる水塊が西より東方に張り出してい

る．一方漁場の南部では水温17.0～17.5ｏＣ，塩分34.20～34.40%･の水塊が南部より中央部ま

で舌状に張り出し，ｓｔ､１４，２１，２２付近では塩分33.80～34.20%･の等塩分線の収れん域となっ

ている．また漁場の南東域は水温17.5.C,塩分34.20～34.40%･の高温，高塩分水におおわれ

ている．

水温，塩分の鉛直分布を漁場北西より南東への線（Fig.4-2）についてみると，漁場北西

域st､１８の表層で水温14.0.Ｃ，塩分32.50%｡と最も低く，これからｓｔ､14,34と南東方へな

るにしたがって水温，塩分値も大きくなっている．

また南東方のst､４０，４１では表層から２５ｍ層付近までと，６０ｍ層付近より低層まで水温，

17.0～17.5.Ｃの高温水が北西方に突出した形で張り出している．

1974年の水温，塩分の水平分布（Fig.3-3）についてみると，漁場西部では水温15.0.Ｃ，

塩分34.00%･以下となっており，中央部には南より北方へ水温17.5.Ｃ，塩分34.70%･の相対

的に高温，高塩分水が張り出していろ．東部では水温17.5°Ｃ，塩分34.60%｡と高温，高塩分

域となっている．

水温，塩分の鉛直分布を漁場を東西に切る線（Fig.4-3）によってみると，水温，塩分の

水平分布と同じく西部で低温，低かん水，東部は高温，高かん水となっている．またｓｔ、１６

の表層付近には18.0.Ｃ，34.70％･高水温，高塩分水が入りこんでいるが全般的にみて水温，

塩分とも大きな変化はみられない．

３．低層溶存酸素の水平分布1969年の溶存酸素の水平分布（Fig.5-1）をみると，漁場

中央部の北緯28。，東径123。付近で等酸素量線は4.40～4.70ｍl/Ｌを示している．漁場北部で

2５

S必６１０５ 別８１４３４３５４０４１
０
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０
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３.(19％）

Fig.４．Verticaldistributionoftemperature(solidline)andsalinity(dottedline)．
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l2fOd

4.50～4.70ｍl/Ｌ，南部で4.20～4.30ml/Ｌである．

1973年の水平分布（Fig.5-2）についてみると漁場南部域で5.25ml/Ｌの等酸素量線が西方

より東方へ張り出し，その中央部には閉塞した6.00ｍl/Ｌの分布がみられる．

1974年の水平分布（Fig.5-3）についてみると漁場中央部において7.50～8.00ml/Ｌ等酸素

量線は北から南へ湾曲して伸びている．前２年に比較して平均値も大きく，7.10ml/Ｌと最
高値を示している．

４．低層水温，塩分と漁況トロール漁場における漁況が底層の海洋環境，特に底層の水

温，塩分分布と密接な関係にあることは一般によく知られたことであり，また現在までに多
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Table２．Fishingconditionsandhydrographicconditionsinthesouth-westoftheEast
ChinaSea．

〈の研究が行なわれている．

１９６９年の底層水温範囲は１４～16ｏＣ台で漁場北西方で低く南東部で高く，平均水温は

14.8°Ｃである（Table2)．これは1973年，1974年に比較して最も低い水温である．塩分につ

いてみると漁場北部で相対的に低塩分，南部で高塩分でその範囲は34.07～34.69%0で平均

34.47%･となっている“

一曳網時間当り平均漁盤量についてみると10.2ｋｇとなり３カ年のうちで最も少〈ないｊ

単位時間当り10.0ｋｇ以上の漁獲量（以下好漁と呼ぶ）があった地点はｓｔ､５，６，９，１１，１２，１８

の各地点計６回で，中でもｓｔ､９の地点では87.9ｋｇと最大の漁獲量をあげている．しかし他

の地点では１０ｋｇ台で非常に少〈ない．

また一曳網単位時間当りの漁獲量を５ｋｇ単位に階層分けして年毎の出現回数の頻度分布

を求めた（Fig.６)．これによると1969年は０～4.9ｋｇの範囲の漁獲量の回数頻度が約60％に

達している．３カ年のうちで最も漁獲が悪い．

（）：ｍｅａｎ

4.19二4.70

（4.51）

１８．March-23
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1974年の底層水温範囲は14.5～17.7°Ｃ，平均水温は16.4.Ｃで1973年とほぼ同じであるが

平均塩分は34.47%｡と３カ年中最も高い値を示している．平均漁獲量は11.0ｋｇと比較的少く

ない．これは漁場中央部に水温塩分の水平分布に小規模な不連続域がある程度で水平鉛直分

布に潮境，躍層等が存在しないことが漁獲量の少くない原因と思われる．

さらに好漁時における水温と塩分との関係を詳しくみるためにT-Sdiagram上に単位時

これは水温が全般に低目であること，水温および塩分の水平分布に顕著な不連続域，ある
いは潮境がなく，鉛直水温および塩分分布にも殆んど躍層もみられないためと考えられる．

1973年の底層水温は15.3～17.7°Ｃの範囲にあり，平均水温は他２年に比較して最も高く

16.5.Ｃを示している．また低層の塩分値は33.15～34.57%･の範囲で，平均値は33.88%･であ
り他２年に比較して0.5%･以上も低い値である．

一方平均漁獲量は30.0ｋｇと最も多い．また０～4.9ｋｇ範囲の漁獲回数の頻度は30％以下で

1969年，1974年に比較して最も低く，そして他のいずれの階層においても頻度高く漁獲のよ

いことを示している（Fig.６)．

この理由として，漁場中部以北は大陸沿岸水と思われる比較的低温，低かん水が，中部以
南には高温高かん水がありこの中部で潮境をなしていることが好漁獲をあげた要因と考えら
れろ．

また漁場南東部のst､40,41の地点ではそれぞれ210.0kg,345.5kｇ（単位時間当り）の漁

獲量をあげた，この好漁の原因は海底面上に17.0～17.5ｏＣの暖水塊の湧昇現象がみられ，
その先端付近を曳網した結果と考えられる．

ｓｔ,31,12,22,24の地点でそれぞれ118.5kg,59.5kg,24.5kg,24.0ｋｇの漁獲量をあげた．こ

れについてみるといずれの地点でも等温線等塩素線が複雑に変化しているところに好漁獲が

集まっている傾向がみられる．

BottomSalinity（qｿb･）
32Ｂ０３３００３３５０３４００３４５０３５０o355036PO

１９７３ｏ

ｌ９７４・

Fig.７．T-Srelationobtainedintheareainvestigated．
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時当り１０ｋｇ以上の漁獲時の状況をプロットした（Fig.７)．これによると1969年は６回で

”＝25.5中心に”＝25.4～25.9の範囲にあり，水温１４～15.Ｃ台，塩分34.10～34.70%｡，低

水温，高かん水域に偏っていることがわかる．

1973年についてみると16回と最も多く，伽＝24.25～25.25の範囲にあるがこのうち大部分

は伽＝24.5～25.0,水温15～17.Ｃ台，塩分33.60～34.20%・の範囲にあり，３カ年中最も高

水温，低かん水域に集中している．

1974年は出現回数６回で1969年と同じである．水温は１５～17。Ｃで1973年と大差はないが

塩分は34.00～34.70%｡，鈍＝24.70で高水温，高かん水域にあたる．このようにそれぞれ各

年の間には明瞭に海況特‘性の相異が認められる．即ちこの図から判断すると”＝24.50～

25.00，次いで伽＝25.00～25.50の範囲が好漁となる回数が多いことがわかる．

３カ年間の総曳網回数77回中，２８回は単位時間当り10.0ｋｇ以上の漁獲量があった．これ

らの曳網時の単位時間当りの漁獲量が10.0ｋｇ以上あげたときの曳網時の底層水温および底

層塩分の頻度分布（Fig.８）をみると漁獲水温，漁獲塩分範囲は14.0～18.0.C,33.00～34.80

%･である．底層水温の頻度分布はほぼ正規分布を示している．また50％以上占める水温範囲

を漁獲適水温帯とすると15.5～17.0.Ｃの範囲でこの割合が全体の55％に達している．
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Fig.８．Histogramsshowingthebottomtemperature,bottomsalinity,andcatchbyeach

haulinwhichmorethanlOKgofPampusargenteus(Euphrasen）werecaught．

0０

同様に塩分についてみると34.20～34.40％の範囲が22％に達し，33.80～34.80%･範囲が７７

％を占める．

更に詳しく漁獲時１度毎の底層水温とその平均漁獲量についてみると，水温１４。Ｃ台で

31kg,１５｡Ｃ台で17.5kg,16.Ｃ台で19.5kg,17.Ｃ台，118ｋｇとなっており，17.Ｃ台が最も

好漁で１４。Ｃ台16.Ｃ台の順となっている．

筆者等（1974）は男女群島南西海域で漁獲水温について調査した．この海域の漁獲水温は

13.5～16.5.Ｃであった，そして当海域と同じように漁獲水温帯の高めの部分で一般に漁獲量
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が増大している傾向がみられた．

しかし底層水温が高めであっても水温分布の水平あるいは鉛直傾度が小さく分布が平坦で

あるときは漁獲量は少くない．このことは両海域とも同じことがいえる．水温傾度が大きく

等温線，等塩線が複雑な形に変化して，即ち暖水あるいは冷水が舌状に突込み蛇行している

ほどよい漁場が形成され好漁が期待出来る．
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５．体長組成1969年，1973年，1974年の各３月漁獲したマナガツオ34尾，752尾，298尾，

のそれぞれについて魚体長（尾又長）を測定してその頻度分布を求めた（Fig.９)函

1969年および1973年では体長１９ｃｍから２４ｃｍが最も多くそれぞれ92％，６９％を占めてい

る．

1974年は２２ｃｍより２８ｃｍの体長群が60％を占め，前２年に比較して大型魚が主体をなし，

24～25ｃｍ,３０～32ｃｍの範囲にモードがみられる．

ｊまた1973年および1974年には１２～14ｃｍの体長魚も漁獲されている．

1０１５２０ 2５３０３５

ForkLength（c、）

Fig.９．FrequencydistributionoftheforklengthofPampusargenteus（Euphrasen)．
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1974年における体長組成の大きな特徴は２０ｃｍ以上の体長魚が全体の96％以上を占めてい

る．

要 約

1969年，1973年，1974年各３月，東支那海南西部海域でトロール漁業試験および海洋観測

を行ない海況とマナガツオの漁獲量との関係について次のような結論を得た．

１）東支那海南西部海域の北緯23.,東経128。付近海底は起伏少〈なくトロール漁場に適

している．

２）３カ年を通じて底層水温は14.0～17.7°Ｃ，塩分は33.15～34.71%｡，溶存酸素4.19～

8.13ｍl/Ｌの範囲にあり，好漁獲域は底層付近に暖水が張り出し，水温の逆転域，等温線，

等塩分線の不連続になっているところに形成される場合が多い．

３）好漁時（単位時間当り漁獲量10.0ｋｇ以上）の底層水温の範囲は14.0～18.Ｃで，なか

でも17.Ｃ台が最も好漁獲をあげている．

４）マナガツオの魚体長（尾又長）は1969年，1973年は１９～24ｃｍ体長群，1974年は22～

28ｃｍ体長群が最も多い．

終りに本研究を行なうにあたり御指導いただいた鹿児島大学水産学部江波澄雄助教授に対

し感謝の意を表する．また資料蒐集の機会を与えられた“かごしま丸，,植田総一船長をはじ

め，西徹，有馬純宏各航海士および乗組員各位に深謝する．
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